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１ 目指す学校像 

 （１）スクール・ミッション 

 キャリア教育、環境教育、国際理解教育を基に、総合学科としての多彩な選択科目からなるカリキュ

ラムを通じて、最良の自己実現に向けて自ら努力し、優れた国際感覚をもち、生涯を通じて学ぼうと

する意欲と能力をもつ人間を育成します。 

（２）スクール・ポリシー 「志を世界に繋ごう」 

ア グラデュエ―ション・ポリシー 

① 最良の自己実現を目指して 

生徒が、自己理解を深め、個性の伸張を図るとともに、将来の「なりたい自分」に向かって

進んでいく力を育てます。 

② 国際人を目指して 

生徒が、自他の生命やルール・マナーを尊重するとともに、優れた国際感覚を持ち、異文化を 

理解し受け入れる力を育てます。 

③ 生涯学習 

生徒が、主体的に生きる力を身につけるとともに、自らの適性や興味・関心を自覚して、 

生涯を通じて学び続ける意欲と力を育てます。 

イ カリキュラム・ポリシー 

① 生徒が、論理的な思考と自分独自の判断ができ、相手の立場にも配慮しながら的確に表現

することができる力をつけられるように、主体的・対話的で深い学びの実践を重視します。 

   ② 生徒が、多様な価値観や職業観に触れながら、自分の生き方を考えられるように、総合的な

探究の時間を含めて、地域や社会との繋がりの中で体験的に学習する取り組みを重視します。 

③ 生徒が、時を守り、場を清め、礼を正す姿勢を身につけられるように、始業時刻を遵守し、

学習環境を清潔に保つ美化活動に力を注ぎ、身だしなみを始めとする生活の規律を維持する

ことを目指した、毅然とした生活指導を行います。 

④ 生徒が、体力の向上を図るとともに、社会へ出たあとも進んで学び続けようとする意欲・

姿勢の基盤となる集中力、持続力を身につけられるように、授業や部活動、学校行事等特別

活動に力を入れます。 

   ウ アドミッション・ポリシー 

    ① 本校の多彩な選択科目から自分の「時間割」を作り、しっかり学習し、自分の進路を実現 

しようとする生徒を求めます。 

② 授業や部活動、学校行事などに意欲的に取り組み、充実した高校生活を送りたいと望んで

いる生徒を求めます。 

    ③ 時間を守り、身だしなみを整え、高校生として責任ある行動を取ることができる生徒を 

求めます。 

④ 海外に興味と関心をもち、将来は世界を舞台に活動したいと考えている生徒を求めます。 



２ 中期的目標と方策 

（１）授業力を向上させ、生涯を通じて学ぶ意欲と能力を育成する 

毎日の授業を大切にして、習熟度別や少人数編成による授業、生徒に伴走する補習・講習を計画的

に行い、生徒の学力向上と進路希望実現を図る。また、アクティブ・ラーニングを取り入れた授業、

学習内容と社会の繋がりを知らしめる授業、ＩＣＴを活用した授業等、主体的・対話的で深い学び、

協働的な学びを具現化するために、指導法や教材を工夫する。また、外部団体の授業研究の場に参加

するなどして、授業力の向上に教員一人ひとりが取り組むことを督励する。 

（２）全ての学校活動とキャリア教育との繋がりを意識し、「生きる力」を育成する 

授業はもちろん、学校行事、部活動、生徒会や各委員会活動等、様々な学校活動を通して、生きる

力を育むとともに、達成感を味合わせる機会をつくり、ワンランク上を目指す気概を醸成する。また、

生徒の進路希望を実現できるように「産業社会と人間」「総合的な探究の時間」を礎にしたキャリア

教育の充実を図る。 

（３）社会との関わりを意識し、人として成長するための良い習慣を身に付けさせる 

ルールを遵守する意識と他者を尊重し自己を大切にする意識、そして自らの進路を開拓し、社会に 

貢献しようとする高い志を育成するために、全教職員が、深い愛情をもって生徒一人ひとりの理解に

努め、生徒と良好な人間関係を築くことにより、効果的な生活指導を可能にする基礎づくりを行った

うえで、フォローし合いながら、状況に即した指導、粘り強い指導を行う。 

地域と連携した防災教育や体験活動をとおして、自助・共助といった防災に関する基本的な知識や

行動を理解させる。さらに、生命を守る力、助け合う力、災害時に役に立つ力を身に付けさせ、災害

時に地域の一員として率先して行動できる力を育成する。 

（４）「TOKYO ACTIVE PLAN for students」に基づき、特別活動の充実を図り体力を向上させる 

学校行事や部活動、特別活動と学業の両立を重視し、自分の目標の達成のために必要となる計画・

遂行・振り返り・修正する力を養えるようにする。また、学校への帰属意識をもたせるために、適切

に生徒に寄り添った指導を行う。 

また、学校にいる時間だけではなく、家庭にいる時間においても栄養・運動・休養の三原則を基に、 

生活のリズムを守ろうと努めたり、健康の保持増進と体力向上を図ろうと、率先して体を動かすよう

に努めたりするなど、活動的な生活を送ることで心地よさを感じることができるよう指導する。 

（５）学校の大きな特色を利用して、生徒の可能性を広げる 

海外修学旅行や海外研修旅行の実施、在京外国人生徒等入学者選抜の実施、海外の高校生を招いて

の交流会の実施、留学生の派遣及び受け入れの推進等により、全ての生徒が、異なる文化を受容する

意識、自らの文化を発信する意識、そして、国際化が進む社会に貢献する意識を向上させ、将来的に

国内のみならず、グローバル社会で活躍できる人材を育む。 

 

３ 学校経営計画 

（１）学校経営・組織マネジメント 

ア 学校組織マネ

ジメントを意識

した学校経営 

① 企画調整会議を中心に、各分掌・学年の様々な業務の「見える化」を図り、

全ての教職員による学校の取組内容の把握及び情報共有を促し、協働体制を

確立する。 

② 学校経営計画と個人目標の整合性を図ることにより、課題の共有と学校運営

への参画意識を醸成する。 



③ 本校のミッションや特色ある活動の遂行に向けて、組織として協働しながら

課題解決に取り組めるように、計画的な人材配置と人材育成を行う。 

④ 中期的な計画の下、伸長させるべきと掲げる特色ある活動を明確にし、それ 

に合致した予算編成ならびに執行を行う。 

⑤ 教職員が、自分のやりたい仕事に、存分に時間を割けることを考慮した働き

方改革を推進する。 

⑥ 教育公務員としての服務規律の理解と自己点検を促すための校内研修、学校 

事故を未然に防ぐための校内研修を実施する。 

イ  カリキュラ

ム・マネジメント

を意識した教育

課程の編成 

① 生徒が自己実現に向けて、意欲の高まる科目選択ができるように、各講座の

配置や開閉講の決定時期を、教育課程委員会で共有して、組織的に協議・決定

する。 

② 生徒の自己実現を後押しするとともに生きる力を育むために、キャリア教育

を効果的に実施できる教育課程を編成することを目指し、教育課程委員会を

中心にして、組織的に教育課程の改訂を行う。 

③ 評価する側とされる側の双方が納得でき、授業改善と学習改善に、各々意欲

的に取り組み続けられるよう、観点別評価の基準を見直し続ける。 

ウ Tokyo スマー

ト・スクール・

プロジェクト

（学び方・教え

方・働き方の三

大改革）の実現 

① ＩＣＴを効果的に活用し、密度の高い教育活動を行うため、Microsoft 

Office365を活用した、学校評価やアンケート集計等を実施する。 

② 働き方改革により有給休暇１５日以上の取得を推奨する。 

③ 産業医と連携した健康状況の把握と自己管理の支援を行う。 

エ 様々な国際交

流活動の拡充 

① 一人でも多くの生徒が、海外に行き、多くの体験を積める機会をもつことが

できるように、今後、海外渡航を伴う国際交流事業を計画する。 

② その一方で、誰もが参加できる、学びの場を数多く提供できるように、海外

渡航を伴わない国際交流事業を拡充する。 

 

（２）学習活動 

ア 「東京型教育

モデルの実現」 

 

① 生徒の思考力・判断力・表現力を高めることを意識した、主体的・対話的で

深い学びを実践する。 

② 読書活動やビブリオ・バトルに係る取り組みも活用して、思考力・判断力・

表現力を育成する。 

③ Teams や Forms 等の Office365 と連動させて、一人１台端末を活用した

授業、都立ＡＩを活用した授業を実践する。 

④ 上記のような授業力の向上を推進するために、学校経営支援センターや東京

都の研究団体が主催する、外部の授業研究の場への参加を（特に若手教員に）

督励する。 

⑤ 採点処理や成績処理の負担を軽減させると同時に、分析結果を、生徒の学力

向上に還元できるように、統合型校務支援システムを幅広く活用する。 



イ 学力向上の 

源となる授業力 

向上に向けた 

組織的、継続的 

な取組み 

① 科目各々の目的や、受講する生徒のニーズに合致した授業を実践する。 

② 授業のプロとして、寝させない授業、他教科の学習をさせない授業を実践 

する。 

③ 各教科・科目の授業の中で、今の学習と将来がどのように繋がるのかを説明

する機会をつくるように努め、その取組事例を、教科を超えて共有する機会を

つくる。 

④ 観点別評価を含めた学習評価の規準の統一するためにも、「何ができるよう

になるか」といった単元の目標設定、授業で使用する教材、学習課題のレベル

や量、定期考査問題などが、授業担当者間で共有された授業を実践する。 

⑤ 入学時からの学力の推移を定期的に観測することによって、課題をいち早く

察知し、授業の改善や学習課題の提示など、科目担当者が共有して、その対応

にあたる。 

⑥ 主体的・対話的、深い学びの実践、一人１台端末や都立ＡＩの活用を始め、

創意工夫しながら授業づくりを行っている教員を軸に、様々な実践例を共有

する校内研修を、教員全員（特に若手教員）参加の下、実施する。 

ウ 英語の４技能

をバランスよく

育成し、将来、 

国際社会に貢献

する人材の育成 

① オンライン英会話事業を効果的に活用して、「聞く」「話す」力を育成する。 

② ＪＥＴを活用して、現代英語として適切な表現ができる力や、的確な文章表

現力を育成する。 

③ ＴＧＧ（Tokyo Global Gateway）を活用して、アウトプットする体験の場

を設定する。 

④ 生徒の英語力を把握するため、生徒が達成感を味わえる機会を増やすため、

生徒の進路希望実現の可能性を広げるために、海外学校間交流推進校の特典

を活かして、英語の検定試験を、全学年で実施する。 

エ 個に応じた 

学習指導の充実 

 

① 生徒一人ひとりを、より深く見ることができる体制をつくり、学力や能力

を向上させるために、少人数授業を実施する。 

② 多用な生徒がいる中で、ちょうどよく学ばせられる体制をつくり、それぞれ

の学力や能力を向上させるために、習熟度授業を展開する。 

③ Teams と連動させたｅラーニング・サービスを活用して、自主学習や反転

学習を行えるようにして、自主学習の習慣をつける機会をつくる。 

 

 

（３）進路指導 

ア ワンランク上

を目指させる

１学年からの

系統的・組織的

な進路指導 

 

① 高校３年間を見通して、目的と内容、実施時期を精査しながら、外部と連携

した進路ガイダンスを実施する。 

② 学習到達度テストや模擬試験の結果について、各生徒の情報を、担任団のみ

ならず、教科担当者も共有し、生徒の進路希望実現のための対策を立てられる

ように、教科担当者の参加を強く促した分析会やケース会議を開催する。 

③ サクセス・プランニングにおいて、自己理解を促し、職業観を育むとともに、

それらの取組とも連携させた、将来に繋がる科目選択指導を行う。 

イ 各種講習及び ① 各教科で講習の内容やバリエーションを検討し、毎年度、同様な講習が開講



面談の充実 できるように、進路相談部を中心に講習の組織化を図る。 

② 予備校と連携した英語の土曜講習と連動させ、専任教員による他教科の講習

も、定期的・継続的に実施する。 

③ 大学の一般受験に挑もうとする生徒に対して、モチベーションを持続させ、

アドバイスするための、定期的な集会や面談、伴走型補習の実施を督励する。 

ウ キャリア教育

の重視 

① 生徒が、入学から卒業まで、サクセス・プランニングや課題研究を中心に、

多様なプログラムに取り組むことにより、生きる力を育むとともに、進路希望

の実現を果たすことができるように、３年間のキャリア教育計画を、外部団体

と連携しながら構築する。 

② 生徒が、総合型選抜試験にも利用できる、ハイレベルな課題研究を作成する

ことを目指して、１年次後半から、外部機関とも連携した、計画的・継続的な 

 指導を策定・実践する。 

③ 「課題研究」を作成させる際の個別指導において、時間割上の担当教員だけ

でなく、全ての教員が、その専門性を活かして、生徒のサポートを行う。 

エ 日本語指導が

必要な生徒への

支援 

① 日本語指導が必要な生徒が、その進路希望を実現できるように、進路相談部

内に担当者を置き、担任団とも連携して、進路指導を行う。 

② 進路希望を実現させるためのツールともなる課題研究について、外部機関と

連携して、その作成を支援するための体制を整える。 

③ 上記の目標を達成できるように、日本語指導が必要な生徒に対し、学校生活

や授業における適切な配慮や支援を推進する意識や方策を共有するために、

全員参加の下、校内研修を定期的に実施する。 

 

（４）生活指導 

ア 特色ある生活

指導の充実 

① 深い愛情をもって生徒一人ひとりの理解に努め、生徒と良好な人間関係を築

き、教員相互がフォローし合って、状況に即した指導、粘り強い指導を行う。 

② 年間行事に位置づけられた個人面談期間を利用して、まずは担任団が、学年

生徒と良好な人間関係を築き、効果的な生活指導を可能にする基礎づくりを

する。 

③ ノーチャイム制など、時間の自己管理を重視していることから、遅刻指導を

始めとする授業規律を確立するための指導を徹底する。 

イ 生徒の生命を

守るための指導

の徹底 

① 生徒に対して、自転車乗車時のヘルメットの着用について、強制ではなく、

その主旨を理解させたうえで、着用率を上げるために、保護者や外部機関とも

連携し、工夫しながら、粘り強く指導に取り組む。 

ウ 体罰根絶とい

じめの事前防

止・早期発見・早

期対応の徹底 

① いじめ防止アンケートを年３回、体罰防止アンケートを年１回、それぞれ 

実施するとともに、特に部活動において顧問教諭と外部指導員とが連携して体

罰を根絶する体制を構築する。 

② アンケートの結果により、いじめが発覚した場合には、いじめ防止対策委員

会を速やかに招集し、初動対応によって重大事案にならないようにスクール・

カウンセラーを含めた全教職員で行う組織的な対応を行う。 

 



（５）特別活動・部活動 

ア 学校行事等の

活動を通した

生徒の主体性

とチャレンジ

精神の育成 

① 三大行事（体育祭・杉総祭・合唱祭）において、生徒が、達成感、自己肯定

感を得られるように、生徒の自主性を生かしながらの企画・運営を行う。 

② 生徒会や委員会を中心にして、特別支援学校や小学校との連携事業や地域へ

の社会貢献活動を行う。 

③ 外部で開催される大規模な発表会やコンクールに、生徒が参加できる機会を

多く設け、大きな達成感を得られるチャンス、うまくいかなかったとしても 

果敢にチャレンジする大切さを知るチャンスを生み出す。 

イ 部活動を通し

た健全育成 

 

① 勝利至上主義に陥ることなく、生徒が達成感を得られることと部活動と学業

を両立させることを大切にした、文化・スポーツ推薦に頼り過ぎない部活動の

運営を行う。 

② 部活動において、生徒一人ひとりが、それぞれの特性に応じて、自分の存在

を示す場を創出する。 

③ 「部活動に関する活動方針」等に基づき、週２日以上の休養日を設定すると

ともに、短時間で最大限の効果を上げられるよう活動方法等の工夫を行う。  

④ 地域の行事に参加するなど、生徒の自己肯定感を高められる社会貢献の機会

を創出する。 

⑤ 東京都の事業と連携して、強化のための具体的方策の実施が担保されている

場合、上記に掲げる「部活動を通した健全育成」の方向性に沿いながら強化の

支援を行う。 

ウ 

「Tokyo Active  

Plan for 

students」を踏 

まえた体力向上 

① 体育の授業や体育的行事、部活動を充実させることにより、体力テストの結

果を向上させる。 

② 運動を楽しみながら、自らの体力を高めていく習慣づけの指導を行う。 

 

（６）安心・安全な環境作り 

ア 心身の健康と

安全に対する意

識を高めた健全

育成 

① 地域と連携した総合防災訓練を行うことで、自助・共助の精神を培う。 

② 自転車使用に関する安全教育指導を行い、自転車通学者の保険の全員加入や

ヘルメット着用の指導を実施する。 

③ 発達障害等、特別な支援が必要な生徒に対して、合理的配慮に基づく適切な

対応を実施するとともに、障害者への理解推進を図る。 

④ スクール・カウンセラーや特別支援教育コーディネーター、養護教諭と連携

を図り、定期的に教育相談委員会を実施して、生徒のメンタル面でのサポート

を行う。 

イ 危機管理の徹   

 底 

① アレルギーや疾病のある生徒に関する情報を、校内で共有する。 

② いじめや自死の未然防止及び早期対応について、全教職員が共有できるよう

に、定期的に校内研修を実施する。 

③ 特別支援教育の対象となる生徒、不登校である生徒など、配慮を要する生徒

への対応について、スクール・カウンセラーや外部機関と連携するとともに、



教職員全員で共有する。 

③ 学校事故の未然防止と事故初動対応の重要性を理解し、授業や部活動の体育

活動中の事故を未然に防止するとともに、万一事故が発生した際には、速やか

な報告・連絡・相談体制によって、被害の最小限化を図る。  

ウ 保護者との良

好な「顔の見え

る」関係づくり 

 

① 学校と保護者が情報共有して、方向性をひとつにできるように、年次ごとに

年２回以上の保護者会を開催する。 

② 進路選択に向けた不安を取り除くための三者面談を３年次全員に実施する。 

③ 学校評価アンケートの結果を公表することにより、課題や方策を共有して、 

 連携できるようにする。 

 

（７）募集・広報活動 

ア 組織的な募集

活動の充実 

 

① 中学校や学習塾、日本語学習指導に係るＮＰＯ団体を効率的に訪問し、本校

の特色をＰＲする。 

② 年３回以上の学校説明会（合同説明会を含む）及び夏季休業中の学校見学会

や部活動体験会を実施する。 

③ その際、学校行事として、全教職員が必ず関わりをもつようにし、全校体制

の取組みとする。 

④ 近隣の公立小・中学校への出前授業や説明会、交流事業を計画的に実施する。 

⑤ 在京外国人生徒を対象にした学校説明会を実施して、ミスマッチを防止する

と共に、本校の求める生徒を確保できるように努める。 

イ ホームページ

を中心とした広

報活動 

① 学校のホームページを迅速に更新し、積極的に情報発信する。 

② 授業担当者や行事担当者、部活動顧問と連携して、学校活動に関する情報を

積極的に発信する。 

 

（８）経営企画室体制 

ア 学校経営への

参画 

① 学校経営計画に基づき、学校経営に参画し、工夫を凝らした経営企画室運営

を行う。 

② 教員と協働し、積極的な経営参画を図る。 

③ 働き方改革の一環として「費用対効果」と「時間対効果」を意識し、ＩＣＴ

を最大限活用して業務を遂行する。 

④ 学校の総合窓口として思いやりの心と品格を重んじ、全校の機能をスムーズ

に調整する。 

⑤ 業務全般を理解すると共に、担当部署のスキルアップと課題改善の意識を常

にもち、組織的に業務改善を図る。 

⑥ 学校行事や保護者会活動等にも積極的に参画する。 

イ 適切な予算執   

 行 

① センター執行率も考慮しながら、限りある自律予算を有効に活用できるよう

に差配する。 

② 教員に理解を求めながら、中・期的な見通しに立った予算編成をする一方で、

状況を鑑みて、バランスのとれた思いやりのある執行を行う。 

③ 施設管理において委託業者と連携し、適切な運営を図る。 



ウ 関係団体との

連携 

① 生徒活動を活性化させるために、PTA と積極的な連携を図る。 

② 生徒活動を活性化させるために、同窓会と積極的な連携を図る。 

 

４ 重点目標と方策・数値目標 

重点目標 具体的な数値目標 R６達成数値 

ア Tokyo スマー

ト・スクール・プ

ロジェクト並び

に「東京型教育

モデル」の実現 

① 主体的・対話的、深い学びの実践         100％                 

② 一人 1 台端末を活用した授業実践        75% 

③ Office365 の活用実践             90％ 

100％ 

70％ 

85％  

イ 生徒が、授業

以外に、自主的

に学習を進める

姿勢の醸成 

① 授業以外の学習時間 60 分以上      25％以上 

② 学校図書館の利用者の割合        ３０％以上 

③ 学校図書貸出冊数の増加       ５冊／1 人・年 

21％ 

29％ 

4.4 冊 

ウ 組織的・計画

的な進路指導及

びキャリア教育

の実践 

① 進路相談への肯定的評価            85％ 

② 進路希望の実現の達成率            98％ 

③ 大学入学共通テスト受験者数         60 名 

④ GMARCH 合格者数              5 名 

⑤「産・社」「人・社」「課題研究」の肯定的評価 85％ 

84％ 

97％ 

58 名 

3 名 

84％ 

エ 生活指導及び

安心・安全な環

境づくりの実践 

① 遅刻率（1 日平均）の改善     5･0 人以下／ＨＲ 

② 自転車通学の安全に係る全体指導       15回 

③ 学校事故未然防止に係る校内研修に実施     3 回                                                       

6.2 人 

16 回 

3 回 

オ その他 ① 国際交流に係る事業の実施          13件 

② 学力検査最終応募倍率            1.5 倍 

③ ホームページの更新回数          250 回 

④ 東京都統一体力テスト        東京都平均以上 

⑤ 杉総通信の年間発行回数           12 回 

⑥ 部活動参加率（1・2 年次）         90 ％ 

⑦ 月当たり定時外勤務時間が 45 時間超の教職員 0 人 

13 件 

1.4 倍 

241 回 

平均以上 

13 回 

84％ 

8.8 人 

 


